
 

          ◇ 佐 藤 雄 大 君 

〇議長（松田謙吾君） 続きまして、会派ひかり、４番、佐藤雄大議員、登壇願います。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） 会派ひかり、４番、佐藤雄大です。通告に従いまして、２項目６点一

般質問いたします。 

 １、子育て支援について。 

 （１）、過去10年の出生数の推移と、令和５年度の出生数の見込みについて伺います。 

 （２）、子どもたちの「遊ぶ場」や「集いの場」の創出について、町の見解を伺います。 

 （３）、子育て支援における情報発信の現状と課題を伺います。 

 （４）、切れ目ない子育て支援を実現するための今後の展望について、町の見解を伺います。 

〇議長（松田謙吾君） 大塩町長。 

          〔町長 大塩英男君登壇〕 

〇町長（大塩英男君） 「子育て支援」についてのご質問であります。 

 １項目めの「出生数の推移と見込」についてであります。 

 平成25年度84名でありましたが、28年度64名、令和元年度52名となり、２年度45名、３年度

49名、４年度34名となっております。 

 また、５年度の状況でありますが、８月末時点での出生数は18名、今後の出産予定も含めた

年度末見込数は40名を超え、昨年度の出生数は上回る見込みとなっております。 

 ２項目めの「遊ぶ場や集いの場の創出についての町の見解」についてであります。 

 本町では地域子育て支援拠点事業として、白老地区及び萩野地区の２か所で遊びの広場や赤

ちゃん広場などの交流の場を設置し、相談などの子育て支援を実施しております。 

 また、町内の子育て支援施設においては、独自事業やイベントを開催し、子供たちの居場所

づくりの創出について取り組んでいるところであり、今後も引き続き関係機関と連携し進めて

まいります。 

 ３項目めの「情報発信の現状と課題」についてであります。 

 ３年度より地方創生臨時交付金の３か年事業として「子育て世代交流促進・情報発信事業」

を実施し、４年５月に子育て支援専用のインスタグラムを開設しました。現在は、より多くの

方に見てもらえるような工夫をしながら様々な子育て情報を発信しており、フォロワー数の増

加など徐々に効果が出てきているものと認識しております。 

 しかしながら、さらに多くの方への認知度向上や、交付金終了後のサイト運営方法などが課

題と捉えております。 

 ４項目めの「切れ目ない子育て支援の今後の展望」についてであります。 

 本町では子育て世代包括支援センターを設置し、妊娠期から子育て期にわたり切れ目ない支

援を総合的に実施しているほか、子育て世代の方と接して活動している団体と日頃から様々な

情報を共有し、連携を取りながら子育て支援を行っております。 

 今後においてもニーズ調査や関係団体の声をお聞きしながら子育て支援体制の充実に努めて

まいります。 



 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。まず初めに、令和５年４月に施行されたこども基本

法と、こども大綱も現在策定中ということで、国もさらに子育て支援について力を入れてくる

ということが推測されます。そこで、こども家庭庁では「こどもまんなか」をスローガンに掲

げていまして、一人一人の意見を聞き、その声を真ん中に置いてアクションすること、子供や

子育て中の方々の視点に立った政策立案を基本姿勢にしているということであります。本町で

も子供が中心の子育て支援をさらに実施していくべきだと考えます。また、私は一般質問等で

も毎回申し上げるのですけれども、子供たちの可能性を広げること、これを重視しながら子供

が中心という視点で一般質問、そして建設的な議論をしていきたいと思います。 

 では、まず初めに出生数は令和５年度に若干の増加が見られるということですけれども、危

機的な状況であると考えます。まず、前提として既に本町にいらっしゃっている子育て世代の

方々、そして子供たちが豊かに感じたり、住んでいてよかったと感じることが最も重要である

と考えますが、その点について見解を伺います。 

〇議長（松田謙吾君） 齋藤子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（齋藤大輔君） まずは町の見解についてのご質問でございます。まず初め

に、議員からありました国の動向について答弁いたします。令和５年４月１日に「こどもまん

なか」を合い言葉にこども家庭庁が発足をし、こども基本法が制定されております。令和５年

６月13日にはこども未来戦略方針が政府により承認をされております。これに沿って子ども・

子育て政策の強化に向けて現在経済成長実現と少子化対策を両輪とした異次元の少子化対策と

して取組を進めている状況となっております。当然本町としましても、その取組を視野に入れ

ております。ただ、一方では議員ご指摘のとおり本町が以前から継続して行っている子育て支

援、今住んでいる方々の、こういったところを大事にして、子育てをしている方々に喜んでも

らえるような取組や支援をしていく必要があると認識をしております。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。答弁がありましたけれども、２点目にかかるのです

が、その中で遊ぶ場ですとか集う場というものが重要になってくると考えます。遊ぶ場につい

ては、まず主に公園です。公園等について、私もこれは一般質問で取り上げてきましたが、例

えば整備されましたアヨロ公園について、これは子育て世代の方々からも非常にポジティブな

意見といいますか、本当によかったという声をたくさん聞きました。私も実際に見に行ったの

ですけれども、遊具が新しくなって、広場もあって、これは行きたくなるような公園だと感じ

ました。昨日の同僚議員の一般質問でもありましたけれども、広場機能ですとか、その機能を

有した公園を含めて安心、安全に遊ぶことができる場所と公園の継続的な整備が必要だと考え

ますが、その点について見解を伺います。 

〇議長（松田謙吾君） 瀬賀建設課長。 

〇建設課長（瀬賀重史君） ただいま公園整備についてのお話がございました。アヨロ公園に



 

つきましては令和４年度に整備を実施しまして、大変地区の住民の方からもよくなったという

声は届いております。今年度につきましても予算をいただきまして桜ヶ丘運動公園、あと町内

５公園の一部の遊具について整備を進める予定となっておりまして、今工事を発注しておりま

す。ただ、資材の納期が長期化しておりまして、年内をめどに整備される予定となってござい

ます。公園については子供たちの遊ぶ場ですとか集いの場、あとは憩いの場として大切な施設

であると捉えております。老朽化した遊具についてはまだまだ町内公園にはたくさんございま

すので、次年度以降の整備についても国への補助要望、あと町の財政担当者とも十分な協議を

行いながら、公園管理者としてしっかりとした整備を努めてまいりたいと考えているところで

ございます。 

〇議長（松田謙吾君） 暫時休憩いたします。 

          休憩 午前１１時５７分 

                                         

          再開 午後 １時００分 

〇議長（松田謙吾君） 休憩を閉じ、一般質問を続行いたします。 

 ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。遊ぶ場、公園については継続して整備していくべき

だと考えますので、今後も期待しております。 

 続きまして、集いの場所ということで、特に小学生の居場所づくりについて質問いたします。

現在すくすく３・９にてちょこすく事業というものが実施されております。こちらは、きっか

けとしては15年ほど前に鉄南地区といいますか、に児童館がなくて、団地の階段の下に子供た

ちが数人集まってゲームをしていたということがきっかけになりまして、小学生の集う場所が

必要だと感じてつくったということであります。ちょこすく事業について現在も様々なイベン

トですとか行事を実施しているということですけれども、実施内容や実績について伺いたいと

思います。 

〇議長（松田謙吾君） 齋藤子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（齋藤大輔君） ＮＰＯ法人お助けネットにおいて実施している事業でござ

います。子供の体験活動を保障する居場所づくり事業として現在も実施しておりまして、実績

については令和４年度、年間で27回、参加者は小学生419名を含む延べ607名が参加していると

ころでございます。内容としましては、外での森遊び、それとアイヌ語体験、囲碁やカプラな

どの多彩なメニューを実施しているといったところでございます。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。ちょこすく事業、かなりの人数が利用されていて、

27回実施されているということで、月に２から３回程度実施されているということでした。利

用人数についてはおおむね横ばいとのことだったので、年々子供の数が減っているので、利用

率というものは向上しているということです。行事ですとかこういったイベントは親御さんの



 

関心度の高さが大きく影響してしまうとのことで、子供だけでも来れるように基本的には無料

で受付がない状態で実施しているということで、小学校へ小さいチラシを配付することで子供

たちが集まってくるということでお話を聞きました。中にはその小さいチラシをポケットの中

に入れてくしゃくしゃにしてでも来て持ってくるような子もいるようです。また、チラシが手

違いで配付できなかったときですとか親御さんにメール等でお知らせしたときもあったような

のですけれども、そういったときは参加率がかなり低かったり、参加人数がゼロ人だったとき

もあったようなので、紙媒体での広報、子供に対しての直接的な周知、これが重要であると考

えますが、その点の見解を伺いたいと思います。 

〇議長（松田謙吾君） 齋藤子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（齋藤大輔君） 広報についてでございます。当然学校の事情もございます

が、我々子育て担当としましては議員のご指摘のとおり協力できるところは協力していきたい

と考えております。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。また、体験活動、様々な活動を実施しているという

ことなのですけれども、子供の体験活動の実態に関する調査研究の報告書としまして、これは

国立青少年教育振興機構というところで出しているものなのですが、小さい頃の体験が、自然

体験ですとか友達との遊び、地域活動等の体験が大人になってからの自尊感情ですとか意欲の

関心、人間関係能力等、様々なそういった能力の向上につながるというデータが報告されてお

ります。つまり学歴ですとか年収が高くなったり、これが世帯の年収に左右されずに効果が得

られるという部分もデータとして出ていますので、子供のときの体験が非常に重要であるとい

うことが言えます。もう一つ、これらに参加している子供たちが高学年ですとか中学生になっ

ても、低学年だったり小さな子に楽しんでもらいたいということでお手伝いをするようになる

というお話も聞きました。このようなことも踏まえると、子供たちのそういったいろいろな選

択肢が増えることにつながると考えますが、見解を伺います。 

〇議長（松田謙吾君） 齋藤子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（齋藤大輔君） 子供の体験についてのご質問でございます。先ほど答弁し

たとおり、事業内容としましては森遊びやアイヌ語体験、囲碁やカプラがございますが、ここ

は大人や上級生などがサポートに入りながら事業を実施しているといったことでございます。

当然子供に対する効果、それと影響も出ておりまして、当然子供が夢中になれるといったとこ

ろ、それと新たな発見をしている、それと創作意欲を広げ、達成感を味わっているといったと

ころが事業の効果として現れているところでございます。このような醍醐味を経験することで

着実にこの事業は定着をしているといったところと、子育て家庭が安心してその地域の居場所

としての役割も果たしていると捉えているところでございます。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。安心、安全、答弁にありましたけれども、そういっ



 

たことですとかいろいろな体験ができるということで、みんなでおにぎりをつくったりとか、

お祭りを実施したり、様々なイベントが行われていることと、あと先ほどの答弁にもありまし

たが、囲碁や五目並べといったこと、アイヌ語教室だったりとか多世代との交流、世代間交流

の促進も図ることができるという点においても、これは貴重な機会だと考えます。小学生の居

場所づくりは以上のことから重要であるのはもちろんのことですけれども、ぜひ今後も継続し

て実施していくべきだと考えますが、見解を伺います。 

〇議長（松田謙吾君） 齋藤子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（齋藤大輔君） 子供の居場所づくりのご質問でございます。ちょこっとす

くすくにつきましては、すくすく３・９の独自事業として現在実施しております。当然居場所

づくりというのは非常に重要でありまして、法人としましても力を入れている事業となってお

ります。ただ、一方ではこれはスタッフが基本的にボランティアでございますので、そういっ

たところから運営や活動、そういったところ、いろいろ課題もあると聞いております。この辺

のところは我々と話合いを持ちながら、当然考え方も一致をさせながら、継続していく必要が

あると捉えております。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。前向きな答弁をいただきましたので、今後も関係団

体との協議を行いながら事業を実施していくべきだと考えますので、今後に期待しております。 

 続きまして、情報発信についてですけれども、現在も子育て支援課で答弁にもあったように

インスタグラムを運用していると思うのですけれども、この利用人数ですとか実績についてま

ず伺いたいと思います。 

〇議長（松田謙吾君） 齋藤子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（齋藤大輔君） インスタグラムの実績についてのご質問でございます。イ

ンスタグラムにつきましては、令和４年５月25日に開設をしております。フォロワー数につき

ましては、令和４年５月、開設当時は33名だったのが令和４年８月、103名ということで、100名

を超えております。令和５年３月、令和４年度末でございますが、158名、それとあと最近の令

和５年８月末では187名ということで、開設当時に比べれば５倍から６倍程度に増えているとい

った状況でございます。それと、いいねの数でございますが、令和４年度、月大体50件程度で

ございましたが、令和５年度においては月約140件程度というような状況でございます。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。私も随時確認しているのですけれども、本日も出張

海の子保育園の投稿がされておりました。継続性もあって徐々に結果が出てき始めているのか

と思いますので、その点は評価いたします。今後よりフォロアーを伸ばしたりですとか町内外

の方々に見てもらうためには、広告を有効活用したりですとかストーリーズだったりライブと

いう動画の機能、これを使うということも情報発信として必要だと考えます。全町で様々なす

ばらしい取組を実施していますので、全体的な情報発信を強化していくべきかと思います。 



 

 また、答弁にありましたけれども、３か年事業の３年目の事業ということでしたが、次年度

以降の情報発信の取組について含めてこの見解を伺いたいと思います。 

〇議長（松田謙吾君） 齋藤子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（齋藤大輔君） 情報発信の拡充についてのご質問だと思いますが、子育て

世帯におかれましては、特に零歳児だとかの母親あたりについてはインスタグラムを使用して

いるという数が圧倒的に多いといった情報もあります。当然ホームページや広報も大事なので

すが、特にインスタグラムが重要な発信元だと捉えております。白老町の子育て支援を町外の

方が何か調べようとした際は間違いなく白老町のＳＮＳにまずたどり着くといったところか

ら、我々もそこを目がけて力を入れて今取り組んでいるといった状況でございます。 

 それと、議員のご指摘のとおり、さらに情報を整理しながら獲得できるというような仕組み

づくり、例を挙げて提案されましたピンポイントに情報を分かりやすく発信するということに

おいては、例えばストーリーズとかをもっと充実できるように我々としても努力していきたい

と思っております。 

 それと、次年度以降の部分でございますが、当然我々も、答弁したとおりなのですけれども、

発信元としてはまさにすごく重要な部分でございますので、次年度以降もここの部分について

は力を入れてやっていきたいと考えております。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。これも前向きな答弁をいただいたので、ぜひ今後も

やっていただきたいと思います。 

 情報発信という点において町のホームページについて１点質問したいのですけれども、以前

と比べて改善して見やすくなっているところですとか、スマートフォン対応になったところも

評価できるところであります。ただ、まだ必要な情報にたどり着くことがちょっと難しいかと

感じます。どういうことかといいますと、トップページで各項目にジャンルが分かれていて、

そのトップページは見やすい状況になっているのですけれども、いざそこのページから次のペ

ージに行くと最新の情報から全て羅列されている状態になっているのです。情報がたくさんあ

ることは非常によいことですし、これは更新作業を各課の職員が努力しているということで充

実していることということは評価いたすところなのですが、例えば子育てとなったときに最新

の情報が上から羅列されてしまうと、自分が今欲しい情報がどこにあるのかというのが次に行

ったときに分からなくなるのです。ですので、最初のトップページの子育て支援からクリック

して次のページに飛んだときに例えば中項目みたいなものがあって、ゼロ歳児を育てている方

はこちらとか、あとは小学生向けの方はこちらとかというさらにページが区切りとして分かれ

ていればもっともっと見やすいと思いますので、そこら辺は検討していただきたいという部分

と、これは皆さんも一度やってみてほしいのですけれども、実際に調べていただいてどれだけ

時間がかかるか、欲しい情報に行くまでに時間がかかるかというのをぜひやってみてほしいの

です。職員の方がやった倍以上の時間が町民の方ですとか白老町を調べた移住者の方々がかか

ると思ったほうがいいかと思います。ですので、町民ですとかそういった方々を含め利用され



 

る方々の見やすくて分かりやすいホームページに今後も改善していくべきだと考えますし、情

報発信においてまちの顔であるホームページの整備というものは重要だと考えますが、その点

について見解を伺いたいと思います。 

〇議長（松田謙吾君） 高尾総務課長。 

〇総務課長（高尾利弘君） ホームページについてのご質問でございますけれども、先般リニ

ューアルして見やすくなったということで、課題として検索機能というところが、そこも重要

視しながら今回作ったのは、ある程度トップページからも部門別だとか、ライフステージだと

か、それぞれから入り込めるようにということで検索機能を設けるとともに、ホームページか

ら検索できるような機能もつけているというところで、検索は以前よりは大分しやすくという

観点で作っております。ただ、ご指摘がありましたように、まだ区分けが小区分とかできるの

ではないかということと時間がかからないようにできるのではないかというところの視点も取

り入れながら改善を図っていくのですけれども、今の取組としては検索という機能に力を入れ

ているということで改善したいと思っているところがありまして、それは検索ワードとかが不

明な場合でも幾つかの質問に答えていくことで必要にたどり着くことができるというくらしの

手続きガイドというものを準備しておりますので、その部分については環境が整い次第運用開

始するという予定でいますので、そういったことも含めて改善は図っていくということで、そ

ういった整備を進めていきたいと思っています。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。今言ったこともそうですし、利用する方々のニーズ

を把握して早急に改善、実施すべきだということを指摘いたします。 

 続きまして、４点目の切れ目ない子育て支援の実現のための今後の展望について質問いたし

ますが、まずは子育てに携わる方々の担い手育成というものも必要不可欠だと考えます。担い

手育成のための支援講習会について、こちらは実績を伺いたいと思います。 

〇議長（松田謙吾君） 齋藤子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（齋藤大輔君） 講習会についてのご質問でございます。講習会につきまし

ては、目的としましては子育て活動に協力していただける提供会員の皆様の養成と、それと子

供や孫の成長に役立てようとしている方などを育てるといったところでございます。主催はＮ

ＰＯ法人お助けネットでやっておりまして、内容としましては年７回、１回につき３時間の講

習となっております。講師につきましては、子育て支援に取り組んでいるＮＰＯ法人お助けネ

ットのスタッフだとか、あと本町の保健師、栄養士、保育士などとなっております。実績とし

ましては、令和５年度、７名が受講しまして、そのうち２名が提供会員となっているところで

ございます。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。担い手育成のこの事業も約20年ぐらい前から実施し

ているということで、講習会を受講される方がゼロ人になったことがないということで毎年数



 

名以上の方々が参加されているということなので、これも１つ本町にとっての強みかと思って

おります。本町の子育て支援策というものは、これは全道と比較しても数ですとか質もトップ

クラスなものだと考えております。預かりのモデル事業ですとか子ども食堂、民間事業者等々

の事業も含めて非常に質が高いということが言えるかと思います。例えばファミリーサポート

事業、託児ですとか、送迎ですとか、そういった事業は札幌市をはじめとした全道で約70の自

治体が実施しておりますが、コロナ禍で2021年のファミリーサポート事業の利用者数、白老町

は2,000名を超えて全道で３番目の実績になっているということです。人口比で考えると圧倒的

に本町が多い状況であります。また、子育て世代の方々のお話を聞くと共働きでは子供に習い

事をさせることができないという声もありましたし、親の仕事ができる環境を整備するという

ことは子育て支援策のみならず、経済政策、雇用だったり、そういうことにもつながってくる

かと思います。もっと託児ですとか送迎、これを利用しやすいように半額の助成の拡大ですと

か、一度も利用したことがない方々、新しく子供が生まれたりですとか移住してきた方々向け

に数回利用できるお試し券等を配付するといったことで利用の促進が図られたり、子育て世代

の方々の安心ですとか町内の雇用促進等にも非常にいい波及効果が広がっていくと考えます

が、その点について見解を伺います。 

〇議長（松田謙吾君） 齋藤子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（齋藤大輔君） まずはファミリーサポートセンターについてでございます。

令和４年度、利用件数が1,403件のうち、送迎または送迎を含む託児が約８割となっております。

そのうち約半数が助成利用者といったところでございます。 

 それと、支援のご提案ということで託児の半額助成と、それとお試し券はどうかといったと

ころでございます。このご提案につきましては、先ほどあったちょこっとすくすくの部分、そ

ういったものも含めまして今後の子育て支援策の取組事業の一つとしてまず受け止めさせてい

ただきます。当然関係機関と話合いをしながら優先順位をつけなければならないと考えており

ますので、そういったところからまず支援に、どういった形か分かりませんけれども、支援に

つなげていきたいと考えております。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。こちらも前向きな答弁として捉えさせていただきま

す。 

 この質問の最後に、冒頭に私はこどもまんなかということで、子供たちが中心で、子供たち

の可能性を広げることを注視すべきだということを申し上げました。これは、町長が掲げる子

供は町の宝、これにも通ずる部分が大いにあると考えます。改めて子育ての大きな柱、本町に

しかない柱を掲げて、地域全体で本町の宝の子供たちを育てていくことが切れ目ない子育て支

援の実現に必要不可欠であると強く訴えますが、最後に理事者の見解を伺います。 

〇議長（松田謙吾君） 大塩町長。 

〇町長（大塩英男君） 子育て支援のご質問でございます。まず、ご質問の中に情報発信のお

話がありましたので、その点からお話をさせていただきたいと思います。佐藤議員からもご指



 

摘があったように、ご指摘といいますか、ご意見を頂戴したように、白老町の子育て支援とい

うのはこれまでも数多く取組をしておりまして、それで本当に全道トップクラスの子育て支援

ということで、白老町は子育て支援が充実しているよねというようなお声もたくさん私の耳に

も入っております。そういった中で、ただ一方では町民の皆さんも含めて町内への発信という

か、これだけ充実しているのですけれども、まだまだ知られていない現状があるというような

状況では、これは町の取組としてまだ物足りないのではないかと、これは反省点として捉えて

おります。それで、これは町民の皆さんに知っていただいて、町内に発信することによって今

度は町外に広がっていくというような波及効果というようなことも生まれてきますので、ここ

は移住というような、子育てを白老町でやってみたいというような、こういった波及効果にも

つながるのではないかということで、この情報発信、今はホームページですとかいろんなツー

ルがありますので、その辺でしっかりと情報発信はしていきたいと思います。 

 それと、子育ての今後の展望というようなことでのご質問をいただきました。今年度に入り

まして、まずは窓口支払いをなくした子ども医療費の無償化であったり、給食費の１月から３

月分までの無償化であったり、あとは大学生の通学費の支援だったりというようなことで、ま

だまだ十分ではないのですけれども、経済的な子育て支援策というのは予算をいただきまして

進めさせていただいております。ただ、一方では経済的支援だけではなくてもっともっと違う

観点から子育て支援策というのはないだろうかということで、これは他自治体でも行っていま

すが、例えば白老町の豊かな自然を活用した子育て支援ですとか、そういったものを何か新し

い施策として打ち出していこうということで、実は庁舎内で子育て世代の職員が集まって、こ

んなこともできる、あんなこともできるというようなプロジェクトチームを立ち上げました。

そして、その中で議論をしていただいて、もちろん議員の皆さんからのご意見も頂戴したり、

そういったプロジェクトチームの中の意見を何とか来年度の施策に反映できないかというよう

なことで今取組を進めているところでございます。 

 佐藤議員からもご指摘があったように、国も異次元の子育て支援という、こどもまんなかと

いうことで施策を打ち出しております。白老町は、子どもはまちの宝というようなことで施策

を打ち出しております。私も子育て世代の一員として、子育て世代の目線でどういった施策が

本当に求められているかということをしっかりと受け止めた中で事業展開を図ってまいりたい

と思います。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。町長の思いと力強い答弁をいただきましたので、ぜ

ひ今後も期待しております。 

 それでは、２項目めに入らせていただきます。２、旧社台小学校の活用策について。 

 （１）、現状の施設の状況及び課題について。 

 （２）、今後の活用の方針及び具体策について見解を伺います。 

〇議長（松田謙吾君） 大塩町長。 

          〔町長 大塩英男君登壇〕 



 

〇町長（大塩英男君） 「旧社台小学校の活用策」についてのご質問であります。 

 １項目めの「現状の施設の状況及び課題」についてであります。 

 旧社台小学校につきましては、敷地面積が３万3,579平方メートル、校舎が1,705平方メート

ル、体育館は846平方メートルの鉄筋コンクリート２階建てで、建築後約33年が経過している施

設であります。 

 本年５月に遊休施設となったことから、６月から職員の施設見学を実施した上で利活用の提

案を募り、町民等から受けている要望と併せて、７月に設置した「旧社台小学校利活用検討会

議」において検討を進めております。 

 課題としましては、法規制等の制約や管理運営主体の選択のほか、施設修繕を踏まえた事業

の在り方などが課題になるものと捉えております。 

 ２項目めの「今後の活用方針及び具体策」についてであります。 

 現在、検討会議において、法的規制の洗い出し及び事業選択を進めておりますが、都市計画

法及び建築基準法による土地利用の制約や施設転用の困難性などから、民間譲渡による活用は

難しいものと捉えております。 

 また、具体策につきましては、検討中のためお答えできる段階にありませんが、面積の広さ

から、単独目的での使用は困難と捉えており、複合型施設での活用を検討しております。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。旧社台小学校は有効活用できるすばらしい施設だと

思いますし、現在イベントで使われておりますが、様々な町民の方々からこの施設を使わない

のはもったいないということですので、町民の皆様が活用できる場所として使っていくべきだ

ということを念頭に質問いたします。 

 まず、現状について答弁で把握できたのですけれども、今後使う際に修繕していくときに、

例えば電気だったり、消防設備だったり、壁、屋根等の補修というものはどの程度必要なのか、

分かる範囲で費用についても伺いたいと思います。 

〇議長（松田謙吾君） 増田企画財政課長。 

〇企画財政課長（増田宏仁君） 修繕費用に関してのご質問です。現在用途についていろいろ

検討をしている状況にありますので、具体的に用途が決まらないとなかなか改修の内容が定ま

らない部分がありますので、現時点において全体で幾らというような、改修費用がかかるとい

うような押さえは現時点ではまだしていない状況であります。ただ、今回の検討とは別に数年

前から旧社台小学校の取扱いについてどうするのだというような議論がされておりますので、

その中で屋根あるいは外壁の部分を改修したとすればどれぐらいかかるのかというような、数

年前の議論になりますけれども、そのときの数字でいけば概算で6,000万円から7,000万円ぐら

い屋根、壁の改修にかかるのではないかというような議論がされていたところであります。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。具体策について検討中ということだったのですけれ



 

ども、ちなみにこの内容、今はどのような候補が出ているのか伺いたいと思います。 

〇議長（松田謙吾君） 増田企画財政課長。 

〇企画財政課長（増田宏仁君） どのような検討をしているかということで、町長の答弁から

もありましたように、いろいろな提案を募りながらというような状況であります。提案のあっ

た事業、何個か例を挙げさせていただきますと、産業を振興するような施設としては、国道沿

いにありますので、道の駅的な利用ができないのかというようなことであったり、あとは学校

を改修した宿泊施設等、各地にもある状況ですので、そういった使い方ができないのかという

ようなところ、それから芸術文化の分野でいけば展示施設として使えないのかというような提

案、あるいは教育だったり、自治活動みたいな部分でいけば各団体の拠点として活用できない

のかというような部分、それから体育館がありますので、スポーツ振興の部分で使っていけな

いのかですとか、あとは近年いろんなまちでも比較的増えてきているのかと思いますけれども、

室内で遊べる遊戯施設、そういった活用をすれば夏、冬関係なく人を呼べるような施設になる

のではないかということで、そういったような提案が代表的なものとして挙がってきている状

況であります。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。候補がいろいろあるということで、今後のスケジュ

ール感といいますか、どれぐらいの期間で、どのようなプロセスで用途を決定していくのか、

それについて現在決まっているところがあれば伺いたいと思います。 

〇議長（松田謙吾君） 増田企画財政課長。 

〇企画財政課長（増田宏仁君） スケジュール感的なものですけれども、できればの話ですけ

れども、来年度の予算に向けてある程度の方向性としては出していきたいと思っております。

ただ、検討の内容によっては、例えば民間の団体とかが使うような施設にするとなった場合に

はそういった団体との協議等も必要になってくるかと思いますので、一定の方向性はまず今年

度中に出したいというところであります。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。今年度中にということでしたので、決定していくプ

ロセスにおいて社台地区の方々を含めて地域住民の方々との協議だったり対話、これが決めて

いくに当たって必要だと考えますが、その点についての見解を伺いたいと思います。 

〇議長（松田謙吾君） 増田企画財政課長。 

〇企画財政課長（増田宏仁君） 地域住民との関わりの部分ですけれども、以前久保議員のご

質問だったかと思いますけれども、地域の振興で旧社台小学校の利活用の部分で町民の方も見

学をしたいというようなお話があるということで、それは全然対応しますというようなお答え

をさせていただいていたかと思います。今回の利活用の検討の部分でも一定程度の使い道、方

向性が決まった後には地域の方の理解、ご協力もいただかなければならない部分が当然出てく

るかと思いますので、ある程度の方向性が出た時点では町民の方にも地域の方にもしっかり説



 

明をしていきたいと思っております。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。対話をしながら利活用を図っていっていただきたい

と思っております。 

 やはり町民の方々が主体的にというか、集いの場として、先ほど答弁にありましたけれども、

スポーツですとか文化、多世代交流の場として整備していくことが必要かと考えます。また、

グラウンドがかなり広い状態で、この広場機能というか、公園のような役割も一応あるのかと

思いますし、そういったことも活用していくという考えはあるのかどうか、必要なことだと思

うのですけれども、それについて見解を伺いたいと思います。 

〇議長（松田謙吾君） 増田企画財政課長。 

〇企画財政課長（増田宏仁君） 都市計画マスタープランの中での社台地域の方向性という中

でお話をさせていただくと、美しい自然環境や原風景を守りつつ、多彩な交流を促す地域づく

りをしていきますというようなことを都市計画マスタープランの中でもうたわせていただいて

おりますので、うちのまちの東側の玄関口になる地域になりますので、よその地域からいらっ

しゃる方、あとは町内からの利用される方を含めて交流が生まれるような施設、空間として整

備していければと思っていますので、その中で公園の関係、春先にありました町内会長会議で

すとか、あとは今年やっております町民意識調査、この中でも公園に関する要望ですとかご質

問というのが非常に多いような状況でありますので、何か公園的な整備、広場的な整備、子供

たちが集えるような施設で整備をしていけば、当然子供だけで来るということではなくて親御

さんも一緒についてきたりという部分が生まれてくるかと思いますので、そこににぎわいが出

てくるかと思いますので、そういった部分を含めて検討しているような状況であります。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） 先ほどから公園について整備すべきだということを私も申し上げてお

りますので、ぜひそういった用途も考えながら、幅広い世代が活用できるような施設を目指し

ていっていただきたいと思っております。 

 幅広い世代が活用するという点においては、これを実現するためにも小さなお子さんだった

りとか、あるいは高齢者の方も利用するような施設を目指すべきだと思うのですが、そうなっ

たときは同時に足の確保が必要だと考えます。地域公共交通の整備が必要になってくると考え

ますが、その点についての見解を伺いたいと思います。 

〇議長（松田謙吾君） 増田企画財政課長。 

〇企画財政課長（増田宏仁君） 利活用を図る上では議員がおっしゃるとおり足の問題が当然

出てくるかと思っております。現状の公共交通の仕組みでいきますと、社台地区についてはデ

マンドの活用を促すような地域になっておりますので、定期路線というようなバスの走り方は

していないような状況です。ですので、何かしらの拠点施設としてあのエリアを整備するとす

れば、当然既存の公共施設の中で整理ができるのか、また新たな仕組みを構築しなければなら



 

ないのか、現時点ではまだそこまでの議論には至っておりませんけれども、足の確保という部

分は当然大きな課題として出てくるという押さえをしております。 

〇議長（松田謙吾君） ４番、佐藤雄大議員。 

          〔４番 佐藤雄大君登壇〕 

〇４番（佐藤雄大君） ４番、佐藤です。最後になります。先ほどあったような外から多くの

方が来訪する道の駅のような施設ももちろん必要かもしれません。ただし、それが町民の方々

にとって有益なものでなければ、これは有効活用しているかと言われると、そうではないと思

います。答弁にもあったとおり、複合的な施設、これが幅広い活動ができる場所になることが

重要であると考えますし、そして町民の方々が、子供や高齢者の方々が年齢問わずに集まれる

場所、活動的になれる場所が必要だと考えます。町民が主体的に楽しむことができるスポーツ

ですとか文化、芸術を含めた社会教育全般の機能を有した施設にすべきだと考えますが、最後

に理事者の見解を伺って私の一般質問を終わります。 

〇議長（松田謙吾君） 大塩町長。 

〇町長（大塩英男君） 旧社台小学校の活用策のご質問でございます。旧社台小学校の今後の

活用ということで、地理的な条件、今旧社台小学校が建っているのは国道36号沿い、そしてあ

の建物の姿というようなことで、目につく部分が多いということも含めていろんな方から旧社

台小学校の活用策、こんなものにしたらいいのではないか、あんなものにしたらいいのではな

いかということで私の耳にもたくさん届いておりまして、いろんな話を聞きますと夢が広がる

というか、しっかりとした町として今後の活用策を、いろんな声がありますので､しっかりとし

た活用策を打ち出していかなければならないという責任感を感じているところでございます。 

 佐藤議員からいろいろとご指摘をいただきました。それで、幅広い世代というのが１つキー

ワードであるということで、１つ目の質問にもありました子育て世代であったり、そして高齢

者の方であったり、そして現役世代であったりということで、幅広い世代の方々が活用できる

施設というのは、１つこれは重点を置かなければならないと思っています。さらには、地域の

方に喜ばれる施設、そして１答目にも答弁させていただいたとおり複合的な施設、いろんな方々

が集えるような施設というようなことで、あの建物についてはいろんなご意見を頂戴した中で

決断をしていきたいと思います。 

 さらに、佐藤議員からのご意見があったようにグラウンドの整備についてであります。担当

課長から答弁したのですけれども、公園の整備というのが本当にいろんな方から、先ほど担当

課長から答弁したように、町内会長会議でもほとんど公園整備のお話でした。そして、町民意

識調査の中でも、今回は自由意見というのが数多くあるのですけれども、公園整備がどのぐら

いあるかなんて蛍光ペンを引いてみたのですけれども、一番多かったです。ですから、それだ

け地域の皆さんというか、町民の皆さんの声だということで、やはりこの声は大事にしなけれ

ばならないと思っていますので、広大な旧社台小学校のグラウンドもありますので、そこで何

とか大きな公園というようなことのご意見もありましたので、そういったことも考えられない

かというようなことで、いろいろな観点からとにかくその地域に喜ばれる、町民の皆さんに喜

ばれる、さらには防災施設ということも１つ観点に入れようかと思っています。社台地区は、



 

要するに有事の際に、何かあったときにすぐ逃げられる場所が数少ないというようなことから、

旧社台小学校を活用した防災機能を持ったものにも何かできないかというようないろいろな多

角的な観点から旧社台小学校の活用策は考えていきたいと思っております。 

〇議長（松田謙吾君） 以上をもって会派ひかり、４番、佐藤雄大議員の一般質問を終了いた

します。 

 


